
ワークスタイルを改革する IT 施策の評価手法 

 

 

 

1. はじめに 
近年、企業における IT 施策には従業員の業務

効率化だけではなく、従業員満足度の向上のた

め、ワークライフバランス、働き方の多様化へ

の対応が求められている。一方で IT 技術として

はスマートデバイス、VDI 技術等の新技術が台頭

しており、ワークスタイル改革への新たな可能

性がもたらされている。本報告では、弊社で実

施した社内向け IT サービスへのユーザニーズの

分析結果から今後実施すべき IT 施策を検討した

際の手法について報告する。 

 

2.分析対象 
日立製作所における社内向け IT サービスでは、

ユーザ満足度向上の一環として年に１度、社内

IT サービスユーザに対してアンケートを実施し

ている。アンケートは満足度・期待度を調査し、

今後の IT 施策の品質及び利便性の向上に繋ぐこ

とを目的としている。 

本報告ではこのアンケート結果を分析対象と

し、ユーザニーズの調査を行った。アンケート

の設問は大きく分けて、「現在の施策の満足

度」と「今後の施策に対する期待」に関する設

問で構成される。本報告では後者の「今後の施

策に対する期待」に関する設問を分析対象とし

て取り扱った。 

次に、具体的なユーザニーズを分析するため、

分析対象とする職種と設問への回答内容を絞り

込んだ。まず、12 区分に分けている「回答者の

職種」と前述のアンケート設問「今後の施策に

対する期待」を元にクロス集計を行った。その

結果から回答数の多い領域を絞り込み、分析対

象とすることとした。 

なお、アンケートの回答者は社内ユーザから

ランダムに選出している。回答結果は職種別に

回答率に一度変換し、日立製作所全体の職種別

人数を掛け合わせることで、回答結果を補正し

た。結果は表１の通りとなった。 

 

 

 

表１．職種毎アンケート回答結果 

　　　　　　　　　職種

　期待する効果

設
計
・
開
発

製
造
・
生
産
技
術

営
業
・
営
業
技
術

S
E

研
究
開
発

人
事
・
総
務
・
法
務

品
質
保
証

情
報
シ
ス
テ
ム

経
理
・
財
務

資
材
・
購
買

知
的
財
産
系

そ
の
他

どんな場所でも仕事が
できる

仕事のスピードを向上
できる

セキュリティの心配なく
仕事ができる

社内のコミュニケー
ションが取りやすい

社外とのコミュニケー
ションが取りやすい

仕事のクオリティを上
げることができる

楽しく仕事ができる

その他  
※数値は社外秘データであるため、ここでは表中の全セルを 

比較対象としたグラフの長さで各セルの大小を表現した。 

 

集計結果から「今後の施策に対する期待」に

ついては、全ての職種において「どんな場所で

も仕事ができる」及び「仕事のスピードを向上

できる」への回答が 8 割程度集中していること

が分かった。ニーズの検討に当たっては全職種

共通のニーズも検討することとした。 

以上の結果から、「今後の施策に対する期

待」及び職種について、回答数の多い領域を元

に以降の分析対象を以下の通りとした。 

 

 [職種] 

・職種共通 

・設計・開発 

・製造・生産技術 

・営業・営業技術 

・システムエンジニア 

 

[今後の施策に対する期待] 

・どんな場所でも仕事ができる 

・仕事のスピードを向上できる 

 

3.施策検討 
3.1 ニーズの抽出 
具体的なニーズの分析にあたっては、前章で

分析対象としたユーザがアンケートで自由記述

欄に記入した内容を参考にした。また、ニーズ

については社内の関連プロジェクトで実施した

IT 施策の試行結果や、対象となる職種の協力者

へのヒアリング結果も参考にした上で検討した。
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これによって求められたニーズは次の表の通り

となった。 

 

表２．ユーザニーズ一覧 

社内業務システム
イントラサイト

場所を問わない資料の閲覧・表示環境 Officeドキュメント閲覧
3D設計
ソフトウェア開発
生産指示・報告
マニュアル閲覧
案件管理
顧客管理
高解像度対応
母艦リソース割当増強

職種 想定機能

生産指示､マニュアル閲覧､作業報告を行える
生産管理ツール

高性能なクライアント環境
(画面高解像度化、割当リソース増強)

顧客管理、案件管理ができる営業支援ツール

#

設計・開発

製造・生産技術

ＳＥ

職種別のニーズ

場所を問わない業務システム利用環境

社外から開発LANへ接続し開発が行える環境

5

4 営業・営業技術

1

2

3

職種共通

 
 

3.2 施策の検討及び評価 
検討したユーザニーズを満たせるよう、IT 分

野の技術動向から社内で展開すべき施策案を検

討した。今回検討した施策案は以下の通りとな

った。 

 

(1)業務システムのスマートデバイス対応 

勤休管理等の業務システムをスマートデバ

イス上のブラウザで利用できるよう対応する。 

 

(2)スマートデバイスからの VDI 接続 

仮想サーバ上の個人のデスクトップ環境へ

タブレット端末から接続できるようにする。 

 

(3)開発ツールのシンクライアント対応 

現行のシンクライアント端末から CAD 等の

開発ツールを利用できるよう対応する。 

 

(4)生産管理ツールのスマートデバイス対応 

工場で利用する生産管理ツールをタブレッ

ト端末から利用できるよう対応する。 

 

(5)営業支援ツールのスマートデバイス対応 

外出先でも迅速に情報共有ができるよう、

営業支援ツールをタブレット端末から利用で

きるよう対応する。 

 

(6)既存環境の高性能化 

ディスプレイの高解像度化、仮想デスクト

ップ環境の割り当てリソース量追加など実施

する。 

 

以上の各施策について評価を行い、効果及び

実現難易度を比較するペイオフマトリクス上に

プロットした。その結果は次に示す図の通りと

なった。 

 

(2)
スマートデバイスからの
VDI接続

(5)
営業支援ツールの
スマートデバイス対応

(1)
業務システムの
スマートデバイス対応

【①最優先】
すぐに取り組むべき施策

【②優先】
コスト低減の工夫を
考え実施すべき施策

【③要検討】
可能な範囲から着手

(3)
開発ツールの
シンクライアント対応

(4)
生産管理ツールの
スマートデバイス対応

【④見送り】
当面対応しない

(6)
既存環境の高性能化

実現難易度
低 高

低

高

効
果

 
図 1．ペイオフマトリクス 

 

上記結果から、最も優先して取り組むべき施

策は「スマートデバイスからの VDI 接続」とな

った。VDI 環境は既に社内展開済みの施策であり

実現難易度が低く、全ての業務が VDI 環境で実

施できることから効果も高いと評価し、最優先

施策となった。 

また次に優先して取り組むべき施策は「業務

システムのスマートデバイス対応」及び「スマ

ートデバイスの営業支援ツール対応」となった。

これらは、実現難易度が中程度となっており、

主にコスト面が課題となっている。低コストで

の実現のため、パブリッククラウドの導入等を

検討するべきと考えられる。 

 

4. まとめと今後の課題 
アンケートによる社内ユーザのニーズをフィ

ードバックすることによって、自社の現状に応

じた今後の IT 施策を検討することができた。 

より精度の高い検討のためには、本報告のよ

うなフィードバックを視野に入れたアンケート

の設問を検討する必要がある。アンケートは現

状の問題分析を意図した設問になる事が多いが、

その場合は現状展開している施策の範囲でしか

今後の施策を提案することができない。多様な

働き方の実現のためにも、今後を見据えたユー

ザニーズを適宜調査・分析していくことが今後

の課題である。 
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